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依存性の変化は Xelサイトの占有数と| 議議議議議翠塾長 Myoglobin 
よい一致を示したことより、 COの抜け
出る経路に Xelサイトが関係している!国5:過渡回折格子信号の Xe依存性から明らかに
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国16:プローブ光強度空間分布から計算された、ビ
ーム中心での屈折率変化(破線)、音波の屈折率変化
(実線)と位置(丸印)。観測されている屈折率変化
の模式図を上に示す。
物レンズを通してサンプルに照射し、集光部分のレンズ効果を、プローブ光強度を測
定したり、 CCDカメラでビーム形状をモニターして解析する。赤外のフェムト秒レ
ーザー光をガラス内部に集光した後の TrL信号を図 15に示す。中心の光強度は、初
めに減少した後100fs内でもとの強度まで戻り、 10psほどから再び減少を始め、以降
振動しつつ減衰する様子が観測された。はじめに生成する信号は、そのフェムト秒の
時間応答から光カーレンズ成分であると同定された。これに続く振動する信号の由来
を調べるため、プローブ光の空間形状を CCDカメラで測定した(図 15)。この形状変
化はポンプ光の焦点で起こる屈折率の空間分布を反映している。この形状より屈折率
分布を求めると、図 16のように、中心の屈折率が急激に小さくなり、外部へと進行
していく音波の発生が見られた。こうした現象は、電子エネルギーによる発熱と音波
発生により説明できる。励起直後では4000Kの温度上昇と0.3Gpaの圧力上昇が起こ
っていることが示され、この高温高圧状態での構造変化が、早い時間で見られる屈折
率変化を誘起しているのであろうことが示唆されたσこの新しい手法は、顕微鏡を用
いて蛋白質の光ダイナミクスを明らかにする上でも有用と考えられる。
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